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４．２ 専用工具ホルダーの開発 

専用工具を保持するホルダーも開発した．専用工具ホルダ

ーは図 10 に示すような形状とした．また，ホルダーを装置へ

取り付ける方法として，従来はねじ止めで固定していたが，マ

グネット方式を採用した 4)．これより，ワンタッチでホルダーを

装置から取り付けできるようになり，工具交換時の作業効率を

改善した．さらに，ホルダー着脱時の繰り返し位置精度を高

精度に保つため，ホルダー細部の加工精度を向上させた．そ

の結果，工具交換時間を低減させ，工具交換前後でスクライ

ブ加工精度の維持を実現した． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 10 専用工具ホルダーの外観図と拡大図 

 

４．３ 専用工具の耐久性 

開発した専用工具を用いて SiC ウェハの Si 面に対して実

際の切断加工に用いられる荷重を印加し，スクライブ速度100 
mm/s で，耐久試験を実施した．切断方向は第一オリフラ平行

方向，第二オリフラ平行方向の順とし，1,000 m 走行させた．

走行前と走行後の工具先端部の状態を観察し，比較した結

果を図 11 に示す． 

    (a) 先端形状プロファイル      (b) 3D 形状 
図 11 耐久試験前後の工具先端形状のプロファイル比較 

 

図 11 より，SiC ウェハ上を 1,000 m 走行させても先端部の

形状に変化がないことが確認された．これより，工具の摩耗は

ほとんど進行しておらず走行初期の形状を維持していると考

えられる．次に，走行前と走行後の SiC ウェハの切断品質を

比較した．その結果を表 2 に示す． 
 
 
 
 

表 2 走行距離における専用工具の切断品質比較 

 
表 2 より 500 m, 1,000 m 走行後でも，個片化された SiC ウ

ェハ表面および切断面にチッピングなどの欠陥が発生してい

ないことが確認された．これらより，専用工具は走行初期の性

能を維持していると考えられ，耐久性の課題が解決できたこと

を実証した．さらに，1,000 m 走行後でも工具の形状と性能に

変化がないことから，1,000 m 以上の更なる長寿命化が期待

される．これは従来の PCD 工具の 100 倍以上の耐久性であり， 
SiC に適した高硬度材料を選定したためであると考えられる． 
 

５．結 言 

化合物半導体(SiC) ウェハの高能率，高品位な結晶へき

開型切断加工，およびその専用工具を開発した． 
(1) スクライブ＆ブレイクを応用し，高速かつチッピングなどの

欠陥がない高品位切断を可能とした．切断面ではへき開面

が確認できた．第一オリフラ平行方向切断面は，{1-100}面

でへき開され，第二オリフラ平行方向切断面は{11-20}面で

へき開されることが明らかとなった． 
(2) 専用工具(高精度スクライビングホイール)は半導体チップ

の加工精度を実現した．耐久性は SiC ウェハ 1,000 m の走

行を達成し，更なる長寿命化が期待できる．これは，従来の

PCD 製工具の 100 倍以上の耐久性である．  
 以上の結果より，切断加工プロセス，専用工具の観点から

化合物半導体(SiC)のチップ化の工程において，革新的な技

術開発を達成した．化合物半導体(SiC)の実用化が進んでい

くなかで，社会に貢献できる技術の 1 つとして期待ができる． 
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